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本講演では,生活習慣病におけるこれら内分泌代謝疾患
の重要性と最近明らかになった分子病態について紹介す
る.
地域保健と多文化共生
群馬大学大学院保健学研究科看護学講座 佐 藤 由 美
1990年の「出入国管理及び難民認定法」改正以降,労働
目的のニューカマーと呼ばれる南米系日系人が著しく増加
した.日本の在留外国人は2014年末現在で212万人を超
え,総人口の1.67％を占めている.群馬県も東部地域を中
心に外国人集住地域が存在し,同年末現在の在留外国人は
43,978人,県総人口の2.23％と,全国平均を上回る状況を
示している.少子高齢化の急速な進行とグローバル化の進
展により,今後も地域社会における外国人人口の増加と定
住化が予測される.こうした中で,多様な文化的背景を持
つ人々について,単なる利害関係や支援する・される関係
に注目するのではなく,『いろいろな文化や個性を持った
人々が,各々の持つ文化･個性の違いを認めて尊重しあい
ながら地域社会の一員として活躍することで,社会や個人
が豊かになる』という多文化共生の考え方がますます求め
られる.
筆者らは群馬大学の多文化共生教育･研究プロジェクト
の一環として,2002年から在日外国人学校に通う子供たち
に対する健康診断と健康相談・教育を実施してきた.その
過程で,子ども達に肥満や視力低下など生活習慣に起因す
る健康問題が多く見られること,健康管理方法の情報を得
る機会が少ないこと,医療の利用しにくさがあることなど
様々な課題が明らかになった.その解決に向けた取り組み
を進める中で,継続的な健康増進や保健医療サービス活用
を図るためには当事者の自助・互助が重要であり,それに
は相互理解,合意形成,協働が不可欠と感じている.
本講演では,これまでの子どもの健康づくりにおける多
文化共生の取り組みを中心に,2011年から群馬県と群馬大
学で実施している履修証明プログラム『多文化共生推進士
養成ユニット』の中での健康づくりや介護に関わる取り組
みも紹介しながら,今求められる地域保健の多文化共生に
ついて,ご参加の皆様と共に考えてまいりたい.
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日本の臨床研究に基づく発表論文数の国際順位が,基礎
医学研究に比べて低迷していると指摘されて久しい.臨床
試験の結果がどのように論文公表されるかは,エビデンス
活用の点からは,極めて重要である.国内で行われる二重
盲検無作為化比較試験のほとんどが企業治験として実施さ
れていることから,治験データを論文化する動きがなけれ
ば,最高水準の医学雑誌に日本の臨床研究成果が公表され
ることは限られる.日本製薬工業協会 (JPMA)は,2010年
6月10日に,臨床試験結果の論文公表に関する共同指針を
発表し,企業が依頼するすべての臨床試験の結果がその医
薬品にとって肯定的なものであるか否定的なものであるか
にかかわらず,医学雑誌での論文公表を検討するべきであ
るとしている.一方,臨床研究に関する不適正事案も数多
く報道されている.こうした状況の中で,日本ではレギュ
ラトリーサイエンスの活動が展開され,米国FDA(食品医
薬品局)では2010年にAdvancing Regulatory Science Ini-
tiativeが発表された.治験をサイエンスと捉えないと解決
できない問題が数多く存在する.
臨床試験・臨床研究に寄せられる期待に十分応えるため
には,その規制と方法論を理解し,臨床試験学の知識を探
求し,かつ,普及させなければならない.臨床研究コーディ
ネーターや臨床研究のデータマネージャーの人材育成と業
務確立に向けた取り組みも始められたばかりである.わが
国の強みである新薬や新医療機器の開発能力を生かして,
世界の医療水準の向上に貢献するためには,大学病院にお
ける臨床試験・臨床研究の質を高める継続的な取り組みが
求められる.活力ある治験や臨床試験・臨床研究の実施体
制を確保し,国際的な共同研究にも積極的に参加するなど,
日本発のイノベーションを世界に発信することは臨床試験
学の使命である.
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